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直近の研究課題評価結果研 ○研究背景
平成１６年度 中間評価我が国における地球温暖化防止策の中で、今後の林木育種事業・研究の最重要課題の一つは、CO （二２
【自己評価】Ａ・Ｂ・Ｃ酸化炭素）固定能の高い森林造成のための品種開発である。林木育種センターでは中期計画の中で、スギ
【総合評価】Ａ・Ｂ・Ｃを対象としたCO 固定能に関する品種開発を進めることとしているが、他の樹種を対象とした計画は今の２

ところ策定されていない。
北海道の主要樹種のうち、CO 固定能に関する品種開発の効果が最も期待できるのはグイマツ雑種F （グイマツ×カラマツの雑種第究 ２ １

一代）である。これは、材質（密度の高さ）や成長の早さがトドマツやアカエゾマツよりも優れているうえ、カラマツよりネズミの
食害を受けにくく、造林の適応範囲が広いためである。このため、これを材料とした品種開発が必要である。
○研究目的
本研究では、北海道における地球温暖化防止策として森林におけるCO 吸収源の充実を図るため、CO 固定能の高い(＊)グイマツ雑２ ２

種F 家系やその親となるクローン個体を明らかにする。家系については品種登録を行い、さし木増殖等による普及を図る。また、優の １

良クローンによる採種園の更新によって、CO 固定能の高い種苗生産を可能にする。２

＊：CO 固定能は、成長が早くかつ材の密度が高いほど高まる。材の密度は秋に形成される晩材部よりも春から夏の成長が旺盛な時期に形成される早材２

部の値によって左右されるため、早材部の密度が高い材料を選抜する必要がある。

○研究内容
グイマツ雑種F の優良家系の中から、成長が早いうえに早材部の密度の高い家系を選抜する。年輪内の密度分布をデンシトメトリ概 １

ー法(**)によって測定し、成長の良否と合わせてCO 固定能を評価する。材料として、主に人工交配による延べ125家系約700本の間伐２

木を用いることにより、雑種個体だけでなく、その親であるグイマツ、カラマツクローンの固定能の高さについてまでも統計学的に
評価することが可能となる。
**：試料片の軟X線写真の濃淡を読みとり、密度などの年輪情報を測定する方法

要 ○研究実績
平成15年度：60家系360本（訓子府検定林）の材料の収集と試料作成を実施。

25家系150本について容積密度を測定し、デンシトメトリー法による材密度と容積密度数の関係を確認。
幹と枝の材密度を6個体で比較（美唄検定林 、根、幹、枝、葉の乾重量比を８個体で検討（美唄検定林 。） ）
過去の成長データに基づき、優良候補家系選抜の可能性を確認。

平成16年度：訓子府,美唄検定林の未測定分の材密度測定、 早材部の密度の評価法の検討。
次代検定林３箇所における31年生の樹高、胸高直径に関する毎木調査。
各家系の林分炭素固定量の推定。

平成17年度：予定したすべての材料の容積密度数と林分材積から家系別の林分炭素固定量の推定と家系・親木の選抜。
種子親選抜の効果を施業体系上で推定（植栽後40年間で樹幹に固定される炭素量および材積 。）

研 ○具体的な成果及び研究目標の達成度
（成果の有益性【ａ・ｂ・ｃ ）】
（目標の達成度【ａ・ｂ・ｃ ）】
林分炭素固定能の最も高い家系（中標津５×十勝35）を選抜すると、その効果は育種カラマツの値よりも29％上回った。また、母究
樹もしくは花粉親を優れたものに限定したときは、それぞれ9％と13％上回った。さらに、ニュージーランドにおけるラジアータパ
インのように早材部の密度が高く、低密度植栽に適した家系も明らかとなった。一方、事業化され始めたブランド苗生産システムの
活用を前提に、母樹を中標津５に限定した場合の効果を施業上で示し、より実践的な報告書として取りまとめた。なお、林木の炭素の
固定能に関する家系選抜は、我が国では初の事例である。
○研究期間・経費の妥当性
成 （期間の妥当性【ａ・ｂ・ｃ】 経費の妥当性【ａ・ｂ・ｃ ）】
研究期間内に、国内では類をみない大量の材料を集中的に測定、解析し、効率的に目的を達成できた。予算面では、既存の分析機

、 （ ）、 、 。器やこれまでに集積した成長データを活用し 必要最小限の備品 測高機 運材費で効率的に調査を実施し 経費の節約を図った
試料採取のための間伐および成長調査に関しては、林業試、林産試および網走東部、日高の各森づくりセ果 （○他機関との連携）

ンターが連携して効率的かつ迅速に実行した。

成 ○活用される分野
北海道地球温暖化防止森林吸収源対策アクションプラン、林業用優良種苗の安定供給（林業種苗法）
○具体的な活用方策、新たな展開に向けた課題（活用の可能性【ａ・ｂ・ｃ ）】
種苗の生産方法としては、すでに実用化され始めている、中標津５を母樹とした単一クローン母樹採種園*と幼苗からのさし木増果
殖を組み合わせた方式が実用的と判断できる。なお、今後、中標津５を母樹とした種苗のブランド化について、本庁森林整備課と協
議する必要がある。
「中標津５×十勝35」の増殖、普及に関しては 「グリーム＊＊」同様、種子の安定供給上の技術的課題を解決する必要があり、来の 、
年度からの新規一般試験研究課題【グイマツ雑種F ブランド苗生産のための採種園の維持管理技術の体系化】の中で検討する。1

*単一クローン母樹採種園：カラマツ採種園に単一のグイマツクローンを種子親として列状に植え込んだ採種園で、従来の複数クロ
ーンをランダムに植えた混植採種園よりも雑種率の高い種子が生産できる。活
＊＊「グリーム ：グイマツ雑種F 家系の中でも特に幹の通直性が優れ、成長も良好な品種。」 １

○研究成果の普及
藤本高明・根井三貴・安久津 久（2003）林産試験場報16（2 ：6-10．藤本高明・安久津 久・来田和人・内山和子・黒丸 亮・小用 ）
田一幸（2005）木材学会誌51：85-91．Fujimoto T., Akutsu H., Kita K., Uchiyama K., Kuromaru M., Oda K. (2006)J. of Wood
Sci52:101-106、Fujimoto T., Kita K., Uchiyama K., Kuromaru M., Akutsu H., Oda K.(2006)J. of For. Res.11:157-163、Fujimo
to T., Akutsu H., Nei M., Kita K., Kuromaru M., Oda K.(2006) J. of Forest Res .(in press)、来田和人（2005）山林７月号：策
30-38．黒丸 亮（2005）北方林業57：42-45．根井三貴・藤本高明・安久津 久・来田和人(2005）日林北支論53：12-14．根井三貴

（ ） ． （ ） ．・安久津 久・藤本高明・土橋英亮 2005 林産試場報19：1-6 根井三貴・安久津 久・藤本高明 2006 日林北支論 54：24-26

CO 固定能の高いグイマツ雑種F 家系やその親となるクローン個体の選抜に成功しており、増殖技術について【 】自己評価 【説 明】 ２ １

も実用的な方法が提示されているなど、目標を達成し、十分な研究成果が得られている。
Ａ・Ｂ・Ｃ 追跡評価の必要性 有・無

総合評価 【意 見】【 】
CO 固定能が高くかつ、早材部の密度が高く、低密度植栽に適したグイマツ雑種Ｆ 家系を明らかにするとともに、施業２ １

上の効果を示すなど、目標を達成し、十分な研究成果が得られている。Ａ・Ｂ・Ｃ
なお、本研究課題の成果は、採種園の維持管理技術の体系化の研究課題に引き継がれることから、追跡評価の必要性は

追跡評価の必要性 有・無ない。

(Ａ)目標を達成し、十分な研究成果が得られている (ａ)極めて高い、適切である
(Ｂ)目標を概ね達成し、一定の研究成果が得られている (ｂ)高い、概ね適切である
(Ｃ)目標の達成度が低く、十分な研究成果が得られていない (ｃ)低い、改善の余地がある




